
 

 

 

 

 「中核市サミット 2021in 松山」及び「中核市市長会議in 松山」について  

■要旨  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中核市サミット松山宣言】 

 

 

 

 

 

【基調講演】 東京大学大学院工学系研究科 教授 羽藤 英二  

 

 

 

 

 

 

 

【中核市市長会議】 

 

 

 

 

 

〇中核市 62 市中、37 市の首長（代理含む）が出席し、中核市サミット(11/11)及び中核

市市長会議(11/12)が愛媛県松山市で開催された。 

〇中核市サミットでは、デジタルを原動力とした力強いまちづくりや多様な連携による持

続可能なまちづくりといった課題について意見交換を図り、「デジタルとリアルのバラ

ンスのとれた、力強く、持続可能なまちづくりを推進する」との松山宣言を採択 

〇基調講演では、東京大学大学院の羽藤 英二教授（交通工学・都

市工学）が、「東京一極集中からの転換とともに、自動車社会か

らの脱却により地方都市に元気が生まれる」と述べられた。 

〇中核市市長会議では、中核市市長会提言等 4件を採択 

 

《以下の提言書等を採択》 

 〇デジタル・トランスフォーメーション推進に向けた提言 

 〇ポストコロナ時代を見据えた新たなまちづくりに関する提言 

 〇少子高齢化・人口減少社会における地域共生社会の実現に

向けた提言 

 〇令和４年度税制改正に関する要請 

   ⇒11 月 17 日に国へ提言活動 

《中核市サミット松山宣言 2021：概要》 

○真のＤＸを追求しデジタルを原動力とした力強いまちづくりを推進 

○連携の輪を広げるコーディネーターとして多様な連携によるまちづくりを推進 

○環境、社会、経済など様々な分野でﾃﾞｼﾞﾀﾙとﾘｱﾙのﾊﾞﾗﾝｽの取れたまちづくりを推進 

 報 告 事 項 

2021/11/15 
政策開発部政策開発課 

《演題：ポストコロナ時代に求められる中核市の役割》 

〇リニアモーターカーやテレワークなどにより東京一極集中は変わりつつある。 

  ⇒東京極点社会からの転換を考える時期に来ている。 

○地方都市を衰退させた原因は自動車社会。これからの自動運転やカーシェアリング

により、必要な道路形態が変わる。 

  ⇒道路の変革は地方都市でできる。車線確保より歩行者のための空間づくりを。 

○文化・経済・教育など新たな社会価値創造の源泉は中核市にこそある。 

  ⇒日本を元気にするのは大都市ではなく、62 市ある中核市の動き 
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中核市サミット松山宣言 2021 
 

中核市は、平成８年に１２市が移行して以来、地域の中核都市として、地方分権の推進と

地域の発展に大きな役割を果たしてきました。 

コロナ禍を機に、デジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)をはじめ、新しい時代に向け

た変革の動きが加速する中、地方では、少子高齢化・人口減少問題や自然災害、気候変動へ

の対応など中長期にわたる重要課題も抱えています。 

こうした中、地域の核となる中核市は、新たな時代の流れを力にしながら、将来にわたっ

て持続可能な形で、地域の発展をけん引していくことが求められています。 

そこで、本サミットでは、「力強く、持続可能な中核市へ ～未来を切り拓く新時代のまち

づくり～」をテーマに、「デジタルを原動力とした『力強い』まちづくり」と「多様な連携に

よる『持続可能な』まちづくり」について議論を行い、次のとおり、中核市６２市が連携し

て取り組むこととしました。 

 

１ コロナ禍や科学技術の急速な進展など、様々な脅威や変化にもしなやかに対応し、新た

な価値や活力を生み出せるよう、中核市は、誰もが安心や豊かさを実感し、地域の個性

や魅力も高められる真のＤＸを追求しながら、地域の先頭に立って、デジタルを原動力

とした力強いまちづくりを推進します。 

２ コロナ禍で人とのつながりや交流が不足する中でも、地域の課題やニーズに応じた新た

な連携や関係を創出できるよう、中核市は、連携の輪を広げるコーディネーターとして

様々な主体をつなぐとともに、互いの特色を高め、支え合いながら、多様な連携による

持続可能なまちづくりを推進します。 

 

中核市は、制度創設から四半世紀を経て６２市まで拡大し、その人口は約 2,295 万人とな

るなど、我が国での存在感の高まりとともに、求められる役割も大きくなっています。 

私たち中核市は、共通の役割を担う仲間として、互いに連携協力し、環境、社会、経済な

ど様々な分野で、デジタルとリアルのバランスのとれた、力強く、持続可能なまちづくりを

推進することで、日本の明るい未来を切り拓いていくことを、ここに宣言します。 

 

令和３年１１月１１日 

中核市市長一同 
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